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ガス警報器共通ベースについて 

 

平成１３年度第１回技術委員会において、ガス警報器（天井取付型）の共通

ベースを、ガス警報器工業会として定めてはどうかとの意見が出され、それを

踏まえ、技術委員会 委員長名で「共通ベース仕様に関するアンケート」を実

施して会員各社のお考えを調査致しました。 

この調査の結果、現行の警報器が取り付け可能な仕様であれば、ベースを共

通化してもよいとの意見や回答が多くだされ、ガス警報器工業会としての共通

ベース仕様を検討することに決定いたしました。 

その後、当工業会ガス警報器共通ベース仕様案を募集したところ、会員会社

から 3 案ほどご提案いただきました。これらの案について、技術委員会におい

て検討を重ねた結果、JIS C 8310 に準拠することを基本とし、この規格の

一部を修正した共通ベース仕様を策定いたしました。仕様の詳細は、添付の図

面の通りでございます。 

今後、ガス警報器工業会の会員各社の新製品開発におきましては、本共通ベ

ース仕様をご考慮の上、設計されますことをお願いする次第でございます。 

以上 




